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小
川
原
湖
周
辺
地
域
に
お
け
る
縄
文
早
期
貝
塚
の
一
様
相

―
青
森
県
三
沢
市
山
中
⑴
貝
塚
発
掘
調
査
成
果
か
ら
―

青
森
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課　

 

斉
藤　

慶
吏

　

青
森
県
で
は
、
縄
文
時
代
早
期
前
葉
（
日
計
式
期
）
以
降
に
竪
穴
住
居
跡
等
の
遺

構
の
検
出
率
が
増
加
し
は
じ
め
、
早
期
後
葉
（
赤
御
堂
式
期
）
に
は
墓
の
構
築
や
主

柱
の
明
瞭
な
竪
穴
住
居
跡
が
現
わ
れ
る
。
ま
た
、
石
器
組
成
で
は
、
早
期
中
葉
（
白

浜
式
期
）
以
降
に
磨
製
石

と
敲
磨
器
類
の
比
率
が
上
昇
し
て
お
り
、
木
材
と
堅
果

類
を
中
心
と
し
た
森
林
資
源
利
用
の
活
発
化
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
定
住
活
動

の
痕
跡
と
み
な
せ
る
考
古
学
的
な
諸
要
素
の
発
生
・
増
加
と
連
動
し
て
、
小
川
原
湖

周
辺
地
域
で
は
貝
塚
が
形
成
さ
れ
始
め
る
。

　

本
県
の
太
平
洋
沿
岸
部
の
八
戸
市
か
ら
小
川
原
湖
周
辺
に
か
け
て
の
地
域
は
、
県

内
最
大
の
貝
塚
密
集
地
と
し
て
知
ら
れ
、
特
に
縄
文
時
代
前
半
期
の
貝
塚
が
多
く
存

在
す
る
。
貝
塚
以
外
に
も
縄
文
時
代
早
期
か
ら
前
期
初
頭
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
の

調
査
が
数
多
く
な
さ
れ
て
お
り
、
居
住
様
式
の
変
遷
を
検
討
す
る
上
で
好
条
件
を
備

え
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
は
北
海
道
・
北
東
北
最
古
と
な
る
縄
文
時
代
早
期
中
葉

（
ム
シ
リ
Ⅰ
式
期
）
の
貝
層
が
検
出
さ
れ
た
三
沢
市
野
口
貝
塚
、
早
稲
田
⑴
貝
塚
の

他
、
縄
文
時
代
早
期
後
葉
（
早
稲
田
５
類
期
）
の
山
中
⑴
貝
塚
で
も
発
掘
調
査
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
二
〇
一
八
年
八
月
に
青
森
県
教
育
委
員
会
が
実
施
し
た
三
沢
市
山

中
⑴
貝
塚
の
発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、
同
地
域
の
縄
文
時
代
早
期
貝

塚
の
一
例
を
提
示
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
同
時
期
の
集
落
遺
跡
に
つ
い
て
、
構
成
す
る

遺
構
の
内
容
や
出
土
遺
物
の
組
成
か
ら
比
較
検
討
を
行
い
、
集
落
の
継
続
性
や
集
団

の
定
着
性
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。




